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 本調査の概要

1-1.調査の目的

湯沢市では、「地方創生」の取組を推進するにあたり、令和７年度からを計画期間とする次期湯沢市総

合戦略を策定することとしています。戦略の策定にあたり、これからの湯沢市を創っていく若い世代の

意見を把握するため、高校生の皆さんを対象とした本アンケート調査を実施しました。

また、本アンケート調査を、高校生の皆さんが将来のキャリアデザイン（働き方）やライフデザイン

（生き方）を考えるきっかけとしていただくことも目的としています。

1-2.調査の実施方法・期間

 本調査の実施方法及び期間、回答数等は次のとおりです。

調査概要

1-3.報告書を読む際の注意事項

集計方法

回答全体をまとめて集計した「単純集計」と、性別・高校別の属性ごとに区分して集計した「クロ

ス集計」を行っています。

集計結果の端数処理

・ 回答比率は、小数点第２位以下を四捨五入して端数処理を行っているため、個別に積み上げたパーセ

ントの合計が 100％にならない場合や、内訳の合計が表示されている値と一致しない場合があります。

・ 回答比率の分母となる回答者数は、「ｎ」として掲載しています。

・ 複数回答の場合は、回答総数を「ＭＡ」として掲載しています。

項目 概要

調査対象 湯沢市内に所在する高等学校（湯沢高等学校、湯沢翔北高等学校、湯沢翔北高等学校雄勝校）に

在校する３年生の生徒の皆さん。

調査方法 各校を通じて生徒の皆さんに調査票を配布し、回答していただきました。

調査期間 令和６年５月中

回答数 305件
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回答者の属性に関する設問

学校別回答者数

問１ あなたの性別をお答えください。（単回答）

 【湯沢高校】

 【湯沢翔北高校】

 【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
湯沢⾼校 124 40.7%
湯沢翔北⾼校 171 56.1%
湯沢翔北⾼校雄勝校 10 3.3%

合計(n) 305

選択肢 回答数 割合
男性 152 49.8%
⼥性 145 47.5%
選べない 5 1.6%
無回答 3 1.0%

合計(n) 305

選択肢 回答数 割合
男性 53 42.7%
⼥性 70 56.5%
選べない 0 0.0%
無回答 1 0.8%

合計(n) 124

選択肢 回答数 割合
男性 91 53.2%
⼥性 73 42.7%
選べない 5 2.9%
無回答 2 1.2%

合計(n) 171

選択肢 回答数 割合
男性 3 30.0%
⼥性 7 70.0%
選べない 0 0.0%
無回答 0 0.0%

合計(n) 10
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問２ あなたのお住まいの市町村をお答えください。（単回答）

【男性】

【女性】

選択肢 回答数 割合
湯沢市 164 53.8%
⽻後町 49 16.1%
東成瀬村 4 1.3%
横⼿市 83 27.2%
その他 4 1.3%
無回答 1 0.3%

合計(n) 305

選択肢 回答数 割合
湯沢市 85 55.9%
⽻後町 21 13.8%
東成瀬村 2 1.3%
横⼿市 43 28.3%
その他 1 0.7%
無回答 0 0.0%

合計(n) 152

選択肢 回答数 割合
湯沢市 77 53.1%
⽻後町 27 18.6%
東成瀬村 2 1.4%
横⼿市 36 24.8%
その他 3 2.1%
無回答 0 0.0%

合計(n) 145
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【湯沢高校】

【湯沢翔北高校】

 【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
湯沢市 59 47.6%
⽻後町 23 18.5%
東成瀬村 2 1.6%
横⼿市 39 31.5%
その他 0 0.0%
無回答 1 0.8%

合計(n) 124

選択肢 回答数 割合
湯沢市 98 57.3%
⽻後町 26 15.2%
東成瀬村 2 1.2%
横⼿市 41 24.0%
その他 4 2.3%
無回答 0 0.0%

合計(n) 171

選択肢 回答数 割合
湯沢市 6 60.0%
⽻後町 0 0.0%
東成瀬村 0 0.0%
横⼿市 4 40.0%
その他 0 0.0%
無回答 0 0.0%

合計(n) 10



6

持っている
35.7%

どちらかといえば
持っている
43.9%

どちらかといえば
持っていない

13.8%

持っていない
5.9%

無回答
0.7%

n=305

持っている
44.7%

どちらかといえば
持っている
36.2%

どちらかといえば
持っていない

11.8%

持っていない
6.6%

無回答
0.7%

n=152

持っている
26.9%

どちらかといえば
持っている
52.4%

どちらかといえば
持っていない

15.9%

持っていない
4.8%

n=145

回答者の意識・考えに関する設問

問３ あなたは、お住まいの市町村に愛着や誇りを持っていますか。（単回答）

【男性】

【女性】

選択肢 回答数 割合
持っている 109 35.7%
どちらかといえば持っている 134 43.9%
どちらかといえば持っていない 42 13.8%
持っていない 18 5.9%
無回答 2 0.7%

合計(n) 305

選択肢 回答数 割合
持っている 68 44.7%
どちらかといえば持っている 55 36.2%
どちらかといえば持っていない 18 11.8%
持っていない 10 6.6%
無回答 1 0.7%

合計(n) 152

選択肢 回答数 割合
持っている 39 26.9%
どちらかといえば持っている 76 52.4%
どちらかといえば持っていない 23 15.9%
持っていない 7 4.8%
無回答 0 0.0%

合計(n) 145

 「⼥性」よりも「男性」の⽅が強い愛着・誇りを持っている傾向にある。
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【湯沢高校】

【湯沢翔北高校】

【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
持っている 47 37.9%
どちらかといえば持っている 54 43.5%
どちらかといえば持っていない 13 10.5%
持っていない 8 6.5%
無回答 2 1.6%

合計(n) 124

選択肢 回答数 割合
持っている 57 33.3%
どちらかといえば持っている 77 45.0%
どちらかといえば持っていない 28 16.4%
持っていない 9 5.3%
無回答 0 0.0%

合計(n) 171

選択肢 回答数 割合
持っている 4 40.0%
どちらかといえば持っている 6 60.0%
どちらかといえば持っていない 0 0.0%
持っていない 0 0.0%
無回答 0 0.0%

合計(n) 10

 学校別で愛着・誇りに有意な差は⾒られない。
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問４ 現在のくらしについて、あなたはどの程度満足していますか。「とても満足」を 10 点、「とても不満」を 0 点とし

て、あなたの考えに一番近い数字を 1 つ選び、○をつけてください。（単回答）

【男性】

【女性】

選択肢 回答数 割合
0 1 0.3%
1 2 0.7%
2 7 2.3%
3 17 5.6%
4 35 11.5%
5 55 18.0%
6 33 10.8%
7 68 22.3%
8 46 15.1%
9 20 6.6%
10 20 6.6%
無回答 1 0.3%

合計(n) 305

選択肢 回答数 割合
0 1 0.7%
1 0 0.0%
2 3 2.0%
3 8 5.3%
4 15 9.9%
5 19 12.5%
6 18 11.8%
7 37 24.3%
8 28 18.4%
9 8 5.3%
10 15 9.9%
無回答 0 0.0%

合計(n) 152

選択肢 回答数 割合
0 0 0.0%
1 2 1.4%
2 4 2.8%
3 9 6.2%
4 19 13.1%
5 35 24.1%
6 14 9.7%
7 30 20.7%
8 17 11.7%
9 12 8.3%
10 3 2.1%
無回答 0 0.0%

合計(n) 145



9

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

平均値
6.2

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

平均値
6.3

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

平均値
6.1

【湯沢高校】

【湯沢翔北高校】

 【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
0 1 0.8%
1 0 0.0%
2 0 0.0%
3 4 3.2%
4 21 16.9%
5 23 18.5%
6 13 10.5%
7 31 25.0%
8 20 16.1%
9 8 6.5%
10 2 1.6%
無回答 1 0.8%

合計(n) 124

選択肢 回答数 割合
0 0 0.0%
1 2 1.2%
2 7 4.1%
3 12 7.0%
4 13 7.6%
5 29 17.0%
6 18 10.5%
7 37 21.6%
8 26 15.2%
9 11 6.4%
10 16 9.4%
無回答 0 0.0%

合計(n) 171

選択肢 回答数 割合
0 0 0.0%
1 0 0.0%
2 0 0.0%
3 0 0.0%
4 1 10.0%
5 5 50.0%
6 0 0.0%
7 2 20.0%
8 0 0.0%
9 2 20.0%
10 0 0.0%
無回答 0 0.0%

合計 10
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 「⼥性」よりも「男性」の⽅が⽣活満⾜度が⾼い傾向にある。

 「男性」は「7点」と回答した割合が最も⾼く、「⼥性」は「5点」と回答した割合が最も⾼い。

 学校別にみると、「湯沢⾼校」、「湯沢翔北⾼校」ともに「7点」「5点」と回答した割合が⾼く、「湯沢⾼校」
は「4点」と回答した割合も⾼くなっている。
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問５ 現在のくらしについて、あなたはどの程度幸せを感じていますか。「とても幸せ」を 10 点、「とても不幸」を 0 点

として、あなたの考えに一番近い数字を 1 つ選び、○をつけてください。（単回答）

 【男性】

【女性】

選択肢 回答数 割合
0 1 0.3%
1 2 0.7%
2 2 0.7%
3 12 3.9%
4 15 4.9%
5 46 15.1%
6 34 11.1%
7 54 17.7%
8 65 21.3%
9 31 10.2%
10 42 13.8%
無回答 1 0.3%

合計(n) 305

選択肢 回答数 割合
0 1 0.7%
1 0 0.0%
2 1 0.7%
3 6 3.9%
4 6 3.9%
5 17 11.2%
6 12 7.9%
7 31 20.4%
8 37 24.3%
9 16 10.5%
10 25 16.4%
無回答 0 0.0%

合計(n) 152

選択肢 回答数 割合
0 0 0.0%
1 2 1.4%
2 1 0.7%
3 6 4.1%
4 8 5.5%
5 28 19.3%
6 22 15.2%
7 23 15.9%
8 27 18.6%
9 14 9.7%
10 14 9.7%
無回答 0 0.0%

合計(n) 145
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 【湯沢高校】

 【湯沢翔北高校】

 【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
0 0 0.0%
1 0 0.0%
2 0 0.0%
3 4 3.2%
4 3 2.4%
5 22 17.7%
6 15 12.1%
7 23 18.5%
8 32 25.8%
9 14 11.3%
10 10 8.1%
無回答 1 0.8%

合計(n) 124

選択肢 回答数 割合
0 1 0.6%
1 2 1.2%
2 2 1.2%
3 8 4.7%
4 10 5.8%
5 22 12.9%
6 19 11.1%
7 28 16.4%
8 32 18.7%
9 17 9.9%
10 30 17.5%
無回答 0 0.0%

合計 171

選択肢 回答数 割合
0 0 0.0%
1 0 0.0%
2 0 0.0%
3 0 0.0%
4 2 20.0%
5 2 20.0%
6 2 20.0%
7 1 10.0%
8 2 20.0%
9 0 0.0%
10 1 10.0%
無回答 0 0.0%

合計 10
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 全体的に「⽣活満⾜度」に⽐べて「幸福度」が⾼い。

 「⼥性」よりも「男性」の⽅が幸福度が⾼い傾向にある。

 「男性」は「8点」「7点」と回答した割合が⾼く、⼥性は「5点」「8点」「7点」「6点」と回答した割合が⾼
い。

 学校別にみると、「湯沢⾼校」、「湯沢翔北⾼校」ともに「8点」と回答した割合が最も⾼く、「湯沢翔北⾼
校」は「10点」と回答した割合も⾼くなっている。
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問６ あなたが毎日のくらしに幸せを感じるのはどういうときですか。（３つまで回答）

【男性】

選択肢 回答数 割合
友だちと過ごしているとき 92 60.5%
家で⾃分の好きなことをしているとき 74 48.7%
家でゆっくりしているとき 68 44.7%
家族と過ごしているとき 59 38.8%
遊びや旅⾏に出かけるとき 40 26.3%
習い事やスポーツ、部活動をしているとき 35 23.0%
家の外で⾃分の好きなことをしているとき 16 10.5%
勉強をしているとき 12 7.9%
買い物や⾷事に出かけるとき 9 5.9%
地域の⾏事やお祭りに参加しているとき 8 5.3%
その他 2 1.3%
ボランティアや社会貢献活動をしているとき 1 0.7%
アルバイトなどの仕事をしているとき 1 0.7%
特にない 1 0.7%
無回答 6 3.9%

合計(MA) 424
回答⺟数(n) 152

選択肢 回答数 割合
友だちと過ごしているとき 168 55.1%
家で⾃分の好きなことをしているとき 164 53.8%
家でゆっくりしているとき 141 46.2%
家族と過ごしているとき 120 39.3%
遊びや旅⾏に出かけるとき 100 32.8%
習い事やスポーツ、部活動をしているとき 52 17.0%
買い物や⾷事に出かけるとき 39 12.8%
家の外で⾃分の好きなことをしているとき 22 7.2%
地域の⾏事やお祭りに参加しているとき 18 5.9%
勉強をしているとき 12 3.9%
ボランティアや社会貢献活動をしているとき 2 0.7%
その他 2 0.7%
アルバイトなどの仕事をしているとき 1 0.3%
特にない 2 0.7%
無回答 9 3.0%

合計(MA) 852
回答⺟数(n) 305



15

0% 20% 40% 60% 80%

0% 20% 40% 60% 80%

【女性】

【湯沢高校】

選択肢 回答数 割合
友だちと過ごしているとき 66 53.2%
家で⾃分の好きなことをしているとき 66 53.2%
家でゆっくりしているとき 61 49.2%
家族と過ごしているとき 45 36.3%
遊びや旅⾏に出かけるとき 38 30.6%
習い事やスポーツ、部活動をしているとき 26 21.0%
買い物や⾷事に出かけるとき 18 14.5%
家の外で⾃分の好きなことをしているとき 7 5.6%
地域の⾏事やお祭りに参加しているとき 7 5.6%
勉強をしているとき 4 3.2%
ボランティアや社会貢献活動をしているとき 0 0.0%
アルバイトなどの仕事をしているとき 0 0.0%
その他 0 0.0%
特にない 1 0.8%
無回答 5 4.0%

合計(MA) 338
回答⺟数(n) 124

選択肢 回答数 割合
家で⾃分の好きなことをしているとき 86 59.3%
友だちと過ごしているとき 73 50.3%
家でゆっくりしているとき 69 47.6%
家族と過ごしているとき 59 40.7%
遊びや旅⾏に出かけるとき 59 40.7%
買い物や⾷事に出かけるとき 30 20.7%
習い事やスポーツ、部活動をしているとき 16 11.0%
地域の⾏事やお祭りに参加しているとき 9 6.2%
家の外で⾃分の好きなことをしているとき 6 4.1%
ボランティアや社会貢献活動をしているとき 1 0.7%
勉強をしているとき 0 0.0%
アルバイトなどの仕事をしているとき 0 0.0%
その他 0 0.0%
特にない 1 0.7%
無回答 1 0.7%

合計(MA) 410
回答⺟数(n) 145
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 全体的に「友だちと過ごしているとき」と「家で⾃分の好きなことをしているとき」が多い。

 「⼥性」は「家で⾃分の好きなことをしているとき」が最も多くなっている。

 学校別で有意な差は⾒られない。

【湯沢翔北高校】

選択肢 回答数 割合
友だちと過ごしているとき 93 54.4%
家で⾃分の好きなことをしているとき 93 54.4%
家でゆっくりしているとき 79 46.2%
家族と過ごしているとき 73 42.7%
遊びや旅⾏に出かけるとき 57 33.3%
習い事やスポーツ、部活動をしているとき 24 14.0%
買い物や⾷事に出かけるとき 21 12.3%
家の外で⾃分の好きなことをしているとき 13 7.6%
地域の⾏事やお祭りに参加しているとき 8 4.7%
勉強をしているとき 8 4.7%
その他 2 1.2%
ボランティアや社会貢献活動をしているとき 1 0.6%
アルバイトなどの仕事をしているとき 1 0.6%
特にない 1 0.6%
無回答 4 2.3%

合計(MA) 474
回答⺟数(n) 171

【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
友だちと過ごしているとき 7 70.0%
遊びや旅⾏に出かけるとき 6 60.0%
家で⾃分の好きなことをしているとき 5 50.0%
家でゆっくりしているとき 3 30.0%
家族と過ごしているとき 2 20.0%
家の外で⾃分の好きなことをしているとき 2 20.0%
地域の⾏事やお祭りに参加しているとき 2 20.0%
習い事やスポーツ、部活動をしているとき 1 10.0%
買い物や⾷事に出かけるとき 1 10.0%
ボランティアや社会貢献活動をしているとき 1 10.0%
勉強をしているとき 0 0.0%
その他 0 0.0%
アルバイトなどの仕事をしているとき 0 0.0%
特にない 0 0.0%
無回答 0 0.0%

合計(MA) 30
回答⺟数(n) 10
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問７ あなたは将来どのような職業に就きたいですか。（３つまで回答）

【男性】

選択肢 回答数 割合
医療・福祉関係 75 24.6%
製造・ものづくり関係 67 22.0%
公務員・保安関係 53 17.4%
芸能・芸術・娯楽・スポーツ関係 52 17.0%
IT・WEB・通信関係 39 12.8%
飲⾷・⼩売・観光関係 36 11.8%
教育・保育関係 35 11.5%
美容・ファッション関係 33 10.8%
建設・建築・不動産関係 28 9.2%
⾦融・コンサル関係 22 7.2%
物流・運輸・交通関係 17 5.6%
農業・林業・漁業関係 16 5.2%
エネルギー・資源・⽔道関係 15 4.9%
国際・語学関係 14 4.6%
広告・マスコミ・出版関係 13 4.3%
⾃然・動植物関係 13 4.3%
その他 12 3.9%
法律・政治関係 9 3.0%
無回答 3 1.0%

合計(MA) 552
回答⺟数(n) 305

選択肢 回答数 割合
製造・ものづくり関係 48 31.6%
公務員・保安関係 33 21.7%
IT・WEB・通信関係 30 19.7%
芸能・芸術・娯楽・スポーツ関係 27 17.8%
建設・建築・不動産関係 21 13.8%
医療・福祉関係 18 11.8%
飲⾷・⼩売・観光関係 16 10.5%
⾦融・コンサル関係 15 9.9%
エネルギー・資源・⽔道関係 14 9.2%
物流・運輸・交通関係 13 8.6%
農業・林業・漁業関係 12 7.9%
教育・保育関係 11 7.2%
⾃然・動植物関係 8 5.3%
美容・ファッション関係 7 4.6%
その他 6 3.9%
国際・語学関係 5 3.3%
広告・マスコミ・出版関係 4 2.6%
法律・政治関係 4 2.6%
無回答 1 0.7%

合計(MA) 293
回答⺟数(n) 152
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【女性】

選択肢（⼥性） 回答数 割合
医療・福祉関係 56 38.6%
美容・ファッション関係 26 17.9%
芸能・芸術・娯楽・スポーツ関係 25 17.2%
教育・保育関係 23 15.9%
飲⾷・⼩売・観光関係 19 13.1%
公務員・保安関係 19 13.1%
製造・ものづくり関係 18 12.4%
広告・マスコミ・出版関係 9 6.2%
国際・語学関係 9 6.2%
IT・WEB・通信関係 8 5.5%
建設・建築・不動産関係 7 4.8%
⾦融・コンサル関係 7 4.8%
その他 6 4.1%
⾃然・動植物関係 5 3.4%
法律・政治関係 5 3.4%
農業・林業・漁業関係 4 2.8%
物流・運輸・交通関係 4 2.8%
エネルギー・資源・⽔道関係 1 0.7%
無回答 0 0.0%

合計(MA) 251
回答⺟数(n) 145

【湯沢高校】

選択肢 回答数 割合
医療・福祉関係 45 36.3%
公務員・保安関係 30 24.2%
教育・保育関係 23 18.5%
芸能・芸術・娯楽・スポーツ関係 14 11.3%
IT・WEB・通信関係 14 11.3%
製造・ものづくり関係 11 8.9%
⾦融・コンサル関係 10 8.1%
国際・語学関係 10 8.1%
飲⾷・⼩売・観光関係 8 6.5%
建設・建築・不動産関係 7 5.6%
法律・政治関係 7 5.6%
美容・ファッション関係 6 4.8%
エネルギー・資源・⽔道関係 6 4.8%
広告・マスコミ・出版関係 6 4.8%
⾃然・動植物関係 5 4.0%
農業・林業・漁業関係 4 3.2%
物流・運輸・交通関係 2 1.6%
その他 4 3.2%
無回答 1 0.8%

合計(MA) 213
回答⺟数(n) 124
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【湯沢翔北高校】

【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
製造・ものづくり関係 5 50.0%
建設・建築・不動産関係 4 40.0%
美容・ファッション関係 2 20.0%
公務員・保安関係 1 10.0%
芸能・芸術・娯楽・スポーツ関係 1 10.0%
IT・WEB・通信関係 1 10.0%
飲⾷・⼩売・観光関係 1 10.0%
物流・運輸・交通関係 1 10.0%
農業・林業・漁業関係 1 10.0%
国際・語学関係 1 10.0%
⾃然・動植物関係 1 10.0%
医療・福祉関係 0 0.0%
教育・保育関係 0 0.0%
⾦融・コンサル関係 0 0.0%
エネルギー・資源・⽔道関係 0 0.0%
広告・マスコミ・出版関係 0 0.0%
その他 0 0.0%
法律・政治関係 0 0.0%
無回答 0 0.0%

合計(MA) 19
回答⺟数(n) 10

選択肢 回答数 割合
製造・ものづくり関係 51 29.8%
芸能・芸術・娯楽・スポーツ関係 37 21.6%
医療・福祉関係 30 17.5%
飲⾷・⼩売・観光関係 27 15.8%
美容・ファッション関係 27 15.8%
IT・WEB・通信関係 24 14.0%
公務員・保安関係 22 12.9%
建設・建築・不動産関係 19 11.1%
物流・運輸・交通関係 14 8.2%
教育・保育関係 12 7.0%
⾦融・コンサル関係 12 7.0%
農業・林業・漁業関係 10 5.8%
エネルギー・資源・⽔道関係 9 5.3%
その他 8 4.7%
⾃然・動植物関係 7 4.1%
広告・マスコミ・出版関係 6 3.5%
国際・語学関係 4 2.3%
法律・政治関係 2 1.2%
無回答 2 1.2%

合計(MA) 323
回答⺟数(n) 171
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 全体的にみると、「医療・福祉関係」、「製造・ものづくり関係」、「公務員・保安関係」と回答した割合が⾼
い。

 「男性」は、「製造・ものづくり関係」、「公務員・保安関係」、「IT・WEB・通信関係」と回答した割合が⾼
い。

 「⼥性」は、「医療・福祉関係」が圧倒的に多く、「美容・ファッション関係」、「芸術・芸能・娯楽・スポーツ関
係」と回答した割合も⾼くなっている。

 「湯沢⾼校」は、「医療・福祉関係」、「公務員・保安関係」、「教育・保育関係」と回答した割合が⾼い。

 「湯沢翔北⾼校」は、「製造・ものづくり関係」、「芸能・芸術・娯楽・スポーツ関係」、「医療・福祉関係」と回
答した割合が⾼い。
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仕事
13.1%

プライベート
59.0%

どちらともいえない
27.2%

無回答
0.7%
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仕事
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プライベート
64.5%

どちらとも
いえない
20.4%

n=152

仕事
11.0%

プライベート
54.5%

どちらとも
いえない
34.5%

n=145

問８ あなたは将来仕事とプライベートのどちらを大切にしたいと思いますか。（単回答）

【男性】

【女性】

選択肢 回答数 割合
仕事 40 13.1%
プライベート 180 59.0%
どちらともいえない 83 27.2%
無回答 2 0.7%

合計(n) 305

選択肢 回答数 割合
仕事 23 15.1%
プライベート 98 64.5%
どちらともいえない 31 20.4%
無回答 0 0.0%

合計(n) 152

選択肢 回答数 割合
仕事 16 11.0%
プライベート 79 54.5%
どちらともいえない 50 34.5%
無回答 0 0.0%

合計(n) 145



22

仕事
15.3%

プライベート
55.6%

どちらとも
いえない
28.2%

無回答
0.8%

n=124

仕事
12.3%

プライベート
61.4%

どちらとも
いえない
25.7%

無回答
0.6%

n=171

プライベート
30.0%

どちらとも
いえない
70.0%

n=10

 「仕事」よりも「プライベート」を⼤切にしたいという回答が圧倒的に多い。

 「⼥性」よりも「男性」の⽅が、「仕事」と「プライベート」の両者とも割合が⾼く、回答がはっきりしているといえ
る。

 学校別で有意な差は⾒られない。

 【湯沢高校】

 【湯沢翔北高校】

 【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
仕事 19 15.3%
プライベート 69 55.6%
どちらともいえない 35 28.2%
無回答 1 0.8%

合計(n) 124

選択肢 回答数 割合
仕事 21 12.3%
プライベート 105 61.4%
どちらともいえない 44 25.7%
無回答 1 0.6%

合計(n) 171

選択肢 回答数 割合
仕事 0 0.0%
プライベート 3 30.0%
どちらともいえない 7 70.0%
無回答 0 0.0%

合計(n) 10
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無回答
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問９ あなたが将来住みたい場所はどこですか。（単回答）

【男性】

 【女性】

選択肢 回答数 割合
地元（⾃分の住んでいる市町村） 54 17.7%
秋⽥県内（地元を除く） 57 18.7%
東北地⽅（秋⽥県を除く） 84 27.5%
関東地⽅ 78 25.6%
その他 27 8.9%
無回答 5 1.6%

合計(n) 305

選択肢 回答数 割合
地元（⾃分の住んでいる市町村） 31 20.4%
秋⽥県内（地元を除く） 26 17.1%
東北地⽅（秋⽥県を除く） 42 27.6%
関東地⽅ 36 23.7%
その他 16 10.5%
無回答 1 0.7%

合計(n) 152

選択肢 回答数 割合
地元（⾃分の住んでいる市町村） 23 15.9%
秋⽥県内（地元を除く） 27 18.6%
東北地⽅（秋⽥県を除く） 41 28.3%
関東地⽅ 41 28.3%
その他 10 6.9%
無回答 3 2.1%

合計(n) 145
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 全体的にみると、「東北地⽅」に住みたい⽣徒が最も多く、次いで「関東地⽅」に住みたい⽣徒が多い。

 「男性」に⽐べて「⼥性」は、「地元」に残りたい割合が低く、「関東地⽅」に住みたい割合が⾼い。

 学校別にみると、「湯沢⾼校」では、「地元」と「秋⽥県内」に住みたい⽣徒の割合が低く、「東北地⽅」と「関
東地⽅」に住みたい⽣徒の割合が⾼い。

 【湯沢高校】

【湯沢翔北高校】

 【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
地元（⾃分の住んでいる市町村） 16 12.9%
秋⽥県内（地元を除く） 18 14.5%
東北地⽅（秋⽥県を除く） 39 31.5%
関東地⽅ 34 27.4%
その他 14 11.3%
無回答 3 2.4%

合計(n) 124

選択肢 回答数 割合
地元（⾃分の住んでいる市町村） 35 20.5%
秋⽥県内（地元を除く） 36 21.1%
東北地⽅（秋⽥県を除く） 43 25.1%
関東地⽅ 43 25.1%
その他 12 7.0%
無回答 2 1.2%

合計(n) 171

選択肢 回答数 割合
地元（⾃分の住んでいる市町村） 4 40.0%
秋⽥県内（地元を除く） 2 20.0%
東北地⽅（秋⽥県を除く） 2 20.0%
関東地⽅ 1 10.0%
その他 1 10.0%
無回答 0 0.0%

合計(n) 10



25

結婚したい
61.6%結婚したく

ない
9.2%

どちらともいえない
27.5%

無回答
1.6%

n=305

結婚したい
62.5%結婚したく

ない
6.6%

どちらともい
えない

30.9%

n=152

結婚したい
62.8%

結婚したく
ない

12.4%

どちらともい
えない

22.8%

無回答
2.1%

n=145

問 10 あなたは将来結婚したいと思いますか。（単回答）

【男性】

【女性】

選択肢 回答数 割合
結婚したい 188 61.6%
結婚したくない 28 9.2%
どちらともいえない 84 27.5%
無回答 5 1.6%

合計(n) 305

選択肢 回答数 割合
結婚したい 95 62.5%
結婚したくない 10 6.6%
どちらともいえない 47 30.9%
無回答 0 0.0%

合計(n) 152

選択肢 回答数 割合
結婚したい 91 62.8%
結婚したくない 18 12.4%
どちらともいえない 33 22.8%
無回答 3 2.1%

合計(n) 145



26

結婚したい
62.9%結婚したく

ない
6.5%

どちらともいえない
28.2%

無回答
2.4%

n=124

結婚したい
60.8%結婚したく

ない
10.5%

どちらともいえない
27.5%

無回答
1.2%

n=171

結婚したい
40.0%

結婚したくない
20.0%

どちらともいえない
40.0% n=10

 全体的にみると、「結婚したい」が「結婚したくない」を 52.4ポイント上回っている。

 「結婚したい」に男⼥差は⾒られないが、「結婚したくない」は「⼥性」の⽅が割合が⾼い。

 学校別にみると、「湯沢翔北⾼校」よりも「湯沢⾼校」の⽅が「結婚したい」の割合が⾼く、「結婚したくない」
の割合が低い。

 【湯沢高校】

 【湯沢翔北高校】

 【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
結婚したい 78 62.9%
結婚したくない 8 6.5%
どちらともいえない 35 28.2%
無回答 3 2.4%

合計(n) 124

選択肢 回答数 割合
結婚したい 104 60.8%
結婚したくない 18 10.5%
どちらともいえない 47 27.5%
無回答 2 1.2%

合計(n) 171

選択肢 回答数 割合
結婚したい 4 40.0%
結婚したくない 2 20.0%
どちらともいえない 4 40.0%
無回答 0 0.0%

合計(n) 10
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⼦どもがほ
しい

54.6%
⼦どもがほ
しくない
7.9%

どちらともい
えない

37.5%

n=152

⼦どもがほ
しい

54.5%
⼦どもがほ
しくない
19.3%

どちらともい
えない

24.1%

無回答
2.1%

n=145

問 11 あなたは将来子どもがほしいと思いますか。（単回答）

 【男性】

 【女性】

選択肢 回答数 割合
⼦どもがほしい 163 53.4%
⼦どもがほしくない 40 13.1%
どちらともいえない 97 31.8%
無回答 5 1.6%

合計(n) 305

選択肢 回答数 割合
⼦どもがほしい 83 54.6%
⼦どもがほしくない 12 7.9%
どちらともいえない 57 37.5%
無回答 0 0.0%

合計(n) 152

選択肢 回答数 割合
⼦どもがほしい 79 54.5%
⼦どもがほしくない 28 19.3%
どちらともいえない 35 24.1%
無回答 3 2.1%

合計(n) 145
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⼦どもがほ
しい

57.3%⼦どもがほ
しくない
8.1%

どちらともいえない
32.3%

無回答
2.4%

n=124

⼦どもがほ
しい

51.5%
⼦どもがほし
くない

16.4%

どちらともいえない
31.0%

無回答
1.2%

n=171

⼦どもが
ほしい

20.0%

⼦どもがほし
くない

30.0%

どちらともいえない
50.0%

n=10

 全体的にみると、「⼦どもがほしい」が「⼦どもがほしくない」を 40.3ポイント上回っている。

 「⼦どもがほしい」に男⼥差は⾒られないが、「⼦どもがほしくない」は明らかに「⼥性」の⽅が割合が⾼い。

 学校別にみると、「湯沢翔北⾼校」よりも「湯沢⾼校」の⽅が「⼦どもがほしい」の割合が⾼く、「⼦どもがほしく
ない」の割合が低い。

 【湯沢高校】

 【湯沢翔北高校】

 【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
⼦どもがほしい 71 57.3%
⼦どもがほしくない 10 8.1%
どちらともいえない 40 32.3%
無回答 3 2.4%

合計(n) 124

選択肢 回答数 割合
⼦どもがほしい 88 51.5%
⼦どもがほしくない 28 16.4%
どちらともいえない 53 31.0%
無回答 2 1.2%

合計(n) 171

選択肢 回答数 割合
⼦どもがほしい 2 20.0%
⼦どもがほしくない 3 30.0%
どちらともいえない 5 50.0%
無回答 0 0.0%

合計(n) 10
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0% 20% 40% 60%

 半数以上の⽣徒が「⼗分な所得があり、家計が安定していること」と回答している。

 「医療体制」、「遊び・娯楽」、「⼼⾝の健康」、「⾃由な時間・余暇」、「移動・交通」、「⼦育て環境」、「買
物・飲⾷」などの回答が上位に来ている。

問 12 あなたの今後の人生にとって、特に重要だと思う事項はどれですか。（5 つまで回答）

選択肢 回答数 割合
⼗分な所得があり、家計が安定していること 153 50.2%
医療体制が充実していること 117 38.4%
遊びや娯楽が充実していること 98 32.1%
⼼⾝ともに健康な状態であること 97 31.8%
⾃由な時間があり、余暇が充実していること 96 31.5%
移動・交通の便がよいこと 88 28.9%
⼦育てしやすい環境が整っていること 82 26.9%
⽇常の買物や飲⾷が便利であること 77 25.2%
⾃分のやりたい仕事ができる環境があること 73 23.9%
住宅環境が快適で整っていること 71 23.3%
事故や犯罪の危険が少なく、安全であること 70 23.0%
困ったときに相談できる⼈が⾝近にいること 58 19.0%
⾼齢者、障がい者等への福祉が充実していること 42 13.8%
地域住⺠同⼠のつながりがあり、助け合えること 36 11.8%
災害対策が⼗分なされており、安全であること 31 10.2%
⾃然の景観や恵みが豊かであること 28 9.2%
すべての⼈の権利が尊重されていること 28 9.2%
⼦どもの教育環境が整っていること 27 8.9%
⽣涯学習やスポーツができる環境が整っていること 26 8.5%
年齢や性別等に関わらず、誰もが活躍できること 24 7.9%
まちなみや公共空間（公園等）が良好であること 19 6.2%
⼆酸化炭素の削減等、環境への配慮が盛んなこと 14 4.6%
仕事や⽇常⽣活でデジタル技術が使いやすいこと 9 3.0%
地域の伝統や⽂化に触れる環境が整っていること 9 3.0%
地域に外部の⼈が訪れたくなる魅⼒があること 8 2.6%
地域の産業（商⼯業や農林業）に活⼒があること 4 1.3%
外部の地域や⼈々との交流が盛んであること 4 1.3%
無回答 9 3.0%

合計(MA) 1398
回答⺟数(n) 305



30

0% 20% 40% 60%

 「⼥性」に⽐べて、「⼦育て環境」、「買物・飲⾷」の順位が⾼い。

【男性】

選択肢 回答数 割合
⼗分な所得があり、家計が安定していること 75 49.3%
医療体制が充実していること 64 42.1%
遊びや娯楽が充実していること 52 34.2%
⼼⾝ともに健康な状態であること 47 30.9%
⼦育てしやすい環境が整っていること 44 28.9%
⽇常の買物や飲⾷が便利であること 41 27.0%
移動・交通の便がよいこと 41 27.0%
⾃由な時間があり、余暇が充実していること 40 26.3%
事故や犯罪の危険が少なく、安全であること 32 21.1%
⾃分のやりたい仕事ができる環境があること 29 19.1%
住宅環境が快適で整っていること 26 17.1%
困ったときに相談できる⼈が⾝近にいること 23 15.1%
⽣涯学習やスポーツができる環境が整っていること 23 15.1%
⾼齢者、障がい者等への福祉が充実していること 22 14.5%
⾃然の景観や恵みが豊かであること 22 14.5%
地域住⺠同⼠のつながりがあり、助け合えること 17 11.2%
すべての⼈の権利が尊重されていること 17 11.2%
災害対策が⼗分なされており、安全であること 14 9.2%
⼦どもの教育環境が整っていること 13 8.6%
年齢や性別等に関わらず、誰もが活躍できること 11 7.2%
まちなみや公共空間（公園等）が良好であること 10 6.6%
⼆酸化炭素の削減等、環境への配慮が盛んなこと 7 4.6%
地域に外部の⼈が訪れたくなる魅⼒があること 5 3.3%
仕事や⽇常⽣活でデジタル技術が使いやすいこと 5 3.3%
地域の伝統や⽂化に触れる環境が整っていること 4 2.6%
地域の産業（商⼯業や農林業）に活⼒があること 3 2.0%
外部の地域や⼈々との交流が盛んであること 2 1.3%
無回答 5 3.3%

合計(MA) 694
回答⺟数(n) 152
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0% 20% 40% 60%

 「男性」に⽐べて、「⾃由な時間・余暇」、「やりたい仕事ができる環境」の順位が⾼い。

【女性】

選択肢 回答数 割合
⼗分な所得があり、家計が安定していること 76 52.4%
⾃由な時間があり、余暇が充実していること 55 37.9%
医療体制が充実していること 49 33.8%
⼼⾝ともに健康な状態であること 47 32.4%
移動・交通の便がよいこと 44 30.3%
遊びや娯楽が充実していること 44 30.3%
⾃分のやりたい仕事ができる環境があること 43 29.7%
住宅環境が快適で整っていること 42 29.0%
事故や犯罪の危険が少なく、安全であること 38 26.2%
⼦育てしやすい環境が整っていること 36 24.8%
⽇常の買物や飲⾷が便利であること 33 22.8%
困ったときに相談できる⼈が⾝近にいること 32 22.1%
⾼齢者、障がい者等への福祉が充実していること 18 12.4%
地域住⺠同⼠のつながりがあり、助け合えること 18 12.4%
災害対策が⼗分なされており、安全であること 17 11.7%
⼦どもの教育環境が整っていること 14 9.7%
年齢や性別等に関わらず、誰もが活躍できること 13 9.0%
すべての⼈の権利が尊重されていること 11 7.6%
まちなみや公共空間（公園等）が良好であること 9 6.2%
⼆酸化炭素の削減等、環境への配慮が盛んなこと 6 4.1%
⾃然の景観や恵みが豊かであること 5 3.4%
地域に外部の⼈が訪れたくなる魅⼒があること 3 2.1%
仕事や⽇常⽣活でデジタル技術が使いやすいこと 3 2.1%
地域の伝統や⽂化に触れる環境が整っていること 3 2.1%
⽣涯学習やスポーツができる環境が整っていること 3 2.1%
外部の地域や⼈々との交流が盛んであること 2 1.4%
地域の産業（商⼯業や農林業）に活⼒があること 1 0.7%
無回答 3 2.1%

合計(MA) 668
回答⺟数(n) 145
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0% 20% 40% 60%

 「所得・家計」と回答した割合が他と⽐較して⾼い。

 全体に⽐べて、「⼦育て環境」「事故や犯罪の少なさ」の順位が⾼く、「遊び・娯楽」「買物・飲⾷」の順位が
低い。

【湯沢高校】

選択肢 回答数 割合
⼗分な所得があり、家計が安定していること 73 58.9%
医療体制が充実していること 52 41.9%
⼼⾝ともに健康な状態であること 48 38.7%
⼦育てしやすい環境が整っていること 38 30.6%
⾃由な時間があり、余暇が充実していること 37 29.8%
住宅環境が快適で整っていること 34 27.4%
事故や犯罪の危険が少なく、安全であること 34 27.4%
移動・交通の便がよいこと 31 25.0%
遊びや娯楽が充実していること 30 24.2%
⾃分のやりたい仕事ができる環境があること 29 23.4%
困ったときに相談できる⼈が⾝近にいること 28 22.6%
⽇常の買物や飲⾷が便利であること 23 18.5%
⾼齢者、障がい者等への福祉が充実していること 15 12.1%
地域住⺠同⼠のつながりがあり、助け合えること 15 12.1%
⼦どもの教育環境が整っていること 15 12.1%
災害対策が⼗分なされており、安全であること 13 10.5%
まちなみや公共空間（公園等）が良好であること 11 8.9%
⽣涯学習やスポーツができる環境が整っていること 10 8.1%
⾃然の景観や恵みが豊かであること 9 7.3%
年齢や性別等に関わらず、誰もが活躍できること 7 5.6%
すべての⼈の権利が尊重されていること 6 4.8%
地域に外部の⼈が訪れたくなる魅⼒があること 4 3.2%
⼆酸化炭素の削減等、環境への配慮が盛んなこと 2 1.6%
仕事や⽇常⽣活でデジタル技術が使いやすいこと 2 1.6%
地域の伝統や⽂化に触れる環境が整っていること 2 1.6%
地域の産業（商⼯業や農林業）に活⼒があること 2 1.6%
外部の地域や⼈々との交流が盛んであること 0 0.0%
無回答 4 3.2%

合計(MA) 570 459.7%
回答⺟数(n) 124 100.0%
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0% 20% 40% 60%

 全体に⽐べて、「遊び・娯楽」の順位が⾼く、「⼼⾝の健康」の順位が低い。

【湯沢翔北高校】

選択肢 回答数 割合
⼗分な所得があり、家計が安定していること 78 45.6%
遊びや娯楽が充実していること 64 37.4%
医療体制が充実していること 60 35.1%
⾃由な時間があり、余暇が充実していること 55 32.2%
移動・交通の便がよいこと 55 32.2%
⽇常の買物や飲⾷が便利であること 53 31.0%
⼼⾝ともに健康な状態であること 48 28.1%
⾃分のやりたい仕事ができる環境があること 42 24.6%
⼦育てしやすい環境が整っていること 41 24.0%
住宅環境が快適で整っていること 35 20.5%
事故や犯罪の危険が少なく、安全であること 34 19.9%
困ったときに相談できる⼈が⾝近にいること 29 17.0%
⾼齢者、障がい者等への福祉が充実していること 27 15.8%
地域住⺠同⼠のつながりがあり、助け合えること 19 11.1%
すべての⼈の権利が尊重されていること 19 11.1%
⾃然の景観や恵みが豊かであること 16 9.4%
災害対策が⼗分なされており、安全であること 15 8.8%
年齢や性別等に関わらず、誰もが活躍できること 15 8.8%
⽣涯学習やスポーツができる環境が整っていること 13 7.6%
⼦どもの教育環境が整っていること 11 6.4%
⼆酸化炭素の削減等、環境への配慮が盛んなこと 10 5.8%
まちなみや公共空間（公園等）が良好であること 8 4.7%
仕事や⽇常⽣活でデジタル技術が使いやすいこと 7 4.1%
地域の伝統や⽂化に触れる環境が整っていること 7 4.1%
地域に外部の⼈が訪れたくなる魅⼒があること 4 2.3%
外部の地域や⼈々との交流が盛んであること 4 2.3%
地域の産業（商⼯業や農林業）に活⼒があること 2 1.2%
無回答 5 2.9%

合計(MA) 771
回答⺟数(n) 171
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 全体に⽐べて、「住宅環境」の順位が⾼く、「⼼⾝の健康」、「⼦育て環境」の順位が低い。

【湯沢翔北高校雄勝校】

選択肢 回答数 割合
住宅環境が快適で整っていること 5 50.0%
⼗分な所得があり、家計が安定していること 4 40.0%
⾃由な時間があり、余暇が充実していること 4 40.0%
移動・交通の便がよいこと 4 40.0%
⾃分のやりたい仕事ができる環境があること 4 40.0%
医療体制が充実していること 3 30.0%
遊びや娯楽が充実していること 3 30.0%
事故や犯罪の危険が少なく、安全であること 3 30.0%
年齢や性別等に関わらず、誰もが活躍できること 3 30.0%
⽇常の買物や飲⾷が便利であること 2 20.0%
困ったときに相談できる⼈が⾝近にいること 2 20.0%
災害対策が⼗分なされており、安全であること 2 20.0%
すべての⼈の権利が尊重されていること 2 20.0%
⽣涯学習やスポーツができる環境が整っていること 2 20.0%
⼆酸化炭素の削減等、環境への配慮が盛んなこと 2 20.0%
⼼⾝ともに健康な状態であること 1 10.0%
⼦育てしやすい環境が整っていること 1 10.0%
地域住⺠同⼠のつながりがあり、助け合えること 1 10.0%
⾃然の景観や恵みが豊かであること 1 10.0%
地域の伝統や⽂化に触れる環境が整っていること 1 10.0%
⾼齢者、障がい者等への福祉が充実していること 0 0.0%
⼦どもの教育環境が整っていること 0 0.0%
まちなみや公共空間（公園等）が良好であること 0 0.0%
仕事や⽇常⽣活でデジタル技術が使いやすいこと 0 0.0%
地域に外部の⼈が訪れたくなる魅⼒があること 0 0.0%
地域の産業（商⼯業や農林業）に活⼒があること 0 0.0%
外部の地域や⼈々との交流が盛んであること 0 0.0%
無回答 0 0.0%

合計(MA) 50
回答⺟数(n) 10
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自由記述

問 13 湯沢市に若者の定着を増やすためのアイデアや、湯沢市にくらす若者が幸せな生活を送るためのご意見や

ご提案がありましたら、ご自由にお書きください。

【湯沢高校】

若者が遊べるような娯楽施設（例えば、映画館、ゲームセンター、飲食店など）があると、湯沢に行く機

会が増えると思います。

子育て世代をターゲットにした政策があれば２つの問題の解決に効果的だと思います。可能であれば支援

金の給付や、ベビー用品の割引、色々な場面での子育て割引など。

サンロードなどの貸店舗を新たに利用する起業者のサポートを手厚くし、店舗のバラエティーを増やすこ

と。そして町はずれではとんでもないスピードで走行する車がいるので交通安全を強化すること。

市役所職員の人数を必要最低限にし、そこにかける費用を抑えれば様々な活動に対してもっと費用をかけ

られるし、活動の幅も広がると思う。

ドラッグストアを減らして、マックかモスバーガーを建てる。

横手市のように、駅前をもっと発展させるとよいと思います。現実的ではないかもしれませんが、「秋田県

の中で湯沢市にしかない有名チェーン店」を建てるなどすれば注目されるのではないかと思います。

シャッター街をもっと盛んにしてほしい。シャッター街を見ていると気持ちが暗くなる。お祭りとかを見

ていると、あんなに若者がいるのに、それ以外では湯沢市で若い人を見ない。お店など盛んにして来やす

い場所にしてほしい。

若者向けの遊べる場所を設置する。（大きなショッピングセンター、アトラクション）

若者が魅力的に感じるものを取り入れてみると若者が湯沢市に残りやすくなってくれると思う。

小さい子どもたちが自由に遊んでいても安全なスペースを作ったらいいと思う。

職に就くところがあれば、進学で県外に行っても戻ってくる若者が増えてくると思います。再生可能エネ

ルギーの需要が高まっている現在だからこそ湯沢の地熱発電をもっと売りにすべきだと思います‼

全国に名が広まるような個性あふれるゆるキャラ

ラウンドワンを作る。

勉強できるフリースペースが学校の近くにあると、学生がそこに集うようになると思う。

ジオパークや地熱発電の外部発信に力を入れたら良いと思いました。再生可能エネルギーの生産企業はこ

れから需要があると思うので県内外から若い人を呼べるのではないかと考えました。

湯沢市の宣伝などをもっとする。他の市か県を参考にする。

湯沢市での特殊性（犬っこまつり、うどんエキスポなど）を PR する活動の方向性を広げることを提案しま

す。若者や外国人にとって、見たいと思うものはポスターや文書以上に簡単に目に入る動画だと思うので、

SNS（X、instagram、TikTok 等）の活用に力を入れると良いのではないでしょうか。

大きなショッピングセンターを増やすというのは難しいと思うので、ファストフード店などの飲食店を増

やしたり、コンビニを増やせばもう少し便利になると思います。

移動・交通の便が良くなってほしい。

働く場所の充実と、飲食店の充実度を上げてほしいです。

もっと子供たちの遊べるところを作ると人も湯沢に流れ込んでくる。

お店を増やしてほしい。

チェーン店の設備やフリーWifi の設備移設の増加。

遊園地を作る、若者が好きそうなカフェを作る。

夜に道が暗すぎる。角の所が暗くて、この前大型犬を熊と見違えた。もう少し明るくしてほしい。

時計を置いてほしいです。
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給料を上げる。子育て環境を充実させる。

電車の本数増やしてほしい。

シャッターアートを増やす！インスタ映えするところを探してまとめてネットに上げる。

買い物できる場所を増やす。

・子育ての環境が整っていて、福利厚生を手厚くする。

・公園や図書館などの公共施設を増やす。

・皆が息抜きできるようなカフェのようなところが欲しい。

カフェや人気店などを増やすべきです。

湯沢市内で、食品ロスやゼロカーボンについて考える機会が増えれば意識を高めていけると思う。湯沢に

は良いところがたくさんあるのにあまり知られていないのでもったいなく感じる。

もう少し買物などが便利になるといいです。娯楽も増えるといいです

食材を買える場所がもっと増えると良いと思います。その方が暮らしやすいし、秋田県内に残りたいと思

う人が増えると感じました。

若者が遊べるような場所をもっと増やした方がいい。

シャッター街にお店を入れ、人の行き来、お金の動きが盛んになるようにするべきだと思う。夜遅くまで、

例えば 22 時とかまで働くくらいの盛んさが必要だと思う。

・若者の最低限の娯楽の充実…何を求めているのかを明確にした上で、実現させたり代替案で満足しても

らったりする。

・若者への積極的な企業の斡旋…将来に困っている人への救済。

若者に人気のあるような建物や施設が必要だと思う。

誰でも気軽に借りられるような防音室や音楽室があるとうれしいです。

もっと外から人が集まるような施設を作るといいと思う。例えば、東京の東京スカイツリーや東京タワー

などの観光スポットや、USJ などのテーマパークがあるところには人が集まりやすく、そこにくらす人々

が多いのではないかと思います。また、少しでも流行している施設を作り出せば若者が増えると思います。

空き店舗を減らす取り組みが必要だと思います。

湯沢市の自然を生かしレジャー施設を作る。

若者に人気のある飲食店を積極的に呼びよせる。

たくさんのお店が入った複合施設をつくる。

交通の便を良くすることと、若者が求めている商業施設や、仕事等の充実があればいいと思う。

人口を増やすではなく、人口が少ないことを利用すればよいのではないかと思いました。

大きな店を増やしてほしいです。

湯沢にマックとディズニーがほしい。

遊ぶところを増やさないといけない。

大きなショッピングモールを建てれば良いと思う。

若者が遊べるところをたくさん作る、店を増やす。

市役所のような無料開放施設を作ったり、広場、公園などを作る。

様々な職種があることをアピールする。

賃金を上げる。

子供や学生、大人も楽しめる場所を増やしてほしい。

点字ブロックの整備をしてほしい。

【湯沢翔北高校雄勝校】

趣味を充実させるために、マウンテンバイク場やスケボー場などを作ると良いと思う。

スポーツとかができる広場とか施設。

湯沢市の魅力を SNS で沢山 PR していければよいと思う。


